
H28取組内容及びH29取組予定

資料２－１

第3回協議会
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H28取組内容
（ハード対策）
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薦生橋

家野橋

２２．２ｋ ２２．０ｋ

２１．８ｋ

名張川

実施箇所

洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○名張川（三重県 名張市）の河道掘削（樹木伐採）を実施
【平成28年度：近畿地整】

名張川改修事業の取組として、名張市薦⽣地区の河道掘削（樹⽊伐採）を実施。
流下能⼒不⾜を解消していくとともに、上流３ダムの治⽔効果を最⼤限発揮できるようにして

いく。

実施箇所：三重県名張市 薦⽣地区
実施内容：河道掘削（樹⽊伐採）

工事実施概要

課題対応 S

実施後実施前
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危機管理型ハード対策（天端保護）を実施ハード対策

○木津川、服部川、柘植川の天端保護を実施
【平成28年度：近畿地整】

「⽔防災意識社会再構築ビジョン」の取組として、伊賀市⻑⽥地区等の堤防で危機管理型ハー
ド対策（天端保護）を実施。
堤防天端をアスファルトで保護し、越⽔等が発⽣した場合でも、堤防決壊までの時間を少しで

も引き延ばす。

工事実施概要

実施箇所：三重県伊賀市 ⻑⽥地区等
実施内容：天端保護

大河原取水堰

上野遊水地

木津川

南山城村

伊賀市

岩倉観測所

笠置町
相楽取水堰

位置図

実施箇所

木津川上流河川事務所管理区間

滋賀県

京都府

淀川へ

三重県

越水等が発生した場合でも、決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう、アスファル
ト等で天端を保護する等、堤防構造を工夫

危機管理型ハード対策

課題対応 T

平成28年度実施

凡 例

平成29年度以降
実施予定

（木津川右岸57.6k付近）実施箇所
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土砂災害を防ぐためのハード設備の長寿命化対策を実施ハード対策

○老朽化が著しい砂防施設（御杖村、曽爾村、伊賀市）の補修対策を実施
【平成28年度：近畿地整】

摩耗・ひび割れが激しいコンクリート構造物の補修対策や周辺の斜⾯対策を実施することによ
り、砂防施設の⻑寿命化を図った。

工事実施概要 補修前 補修後

腹付コンクリート

実施箇所：御杖村、曽爾村、伊賀市
実施内容：砂防堰堤補修、⾕⽌⼯補修、

斜⾯対策等

摩耗･ひび割れが激しい堤体下流⾯実施箇所

御杖村 ⼤滝第4堰堤

補修対策実施中

伊賀市 上津（伊勢路）⾕⽌⼯

補修対策実施中

斜⾯崩れ

曽爾村 板橋川堰堤

損傷の激しい堤体天端

道路舗装
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H28取組内容
（ソフト対策）
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○避難勧告に着目したタイムラインの策定
【平成28年度：名張市、宇陀市、伊賀市、南山城村】

避難勧告に着目したタイムラインの策定ソフト対策

課題対応 C

※笠置町現在策定中
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＜画面サイズ＞
60インチ3面(ﾖｺ)
（横225cm-縦130cm）

JR王寺駅

葛下川 瓦口 飛鳥川 今井

高田川 磐築橋 曽我川 西但馬

葛城川 曲川 紀の川 下渕

大和川 庵治 丹生川 城戸

放映枠① 放映枠②

近鉄奈良駅・JR王寺駅の電子案内板（デジタルサイネージ）ソフト対策

課題対応 Ｈ○河川情報（河川映像・水位状況）の放映を開始しました。

【平成28年度：奈良県】

減災ワークショップ実施概要

対象地域：奈良県宇陀市⼭路地区
点 検 ⽇：平成28年11⽉27⽇（⽇）、

平成28年12⽉18⽇（⽇）
参 加 者：宇陀市

宇陀市⼭路地区(住⺠）
⽊津川上流河川事務所 簡易⽔位計

簡易⽔位計

リアルタイムの河川情報(河川映像・水位状況)を駅で発信し、利用者のその後の避難行動のきっかけと
なることを目的としています。
対象水位局の水位が警戒水位（はん濫注意水位）を超えると、通常放映枠から自動的に河川情報に切
り替わり、放映が開始されます。（放映時間は、各ページ１０秒間）

＜画面サイズ＞
60ｲﾝﾁ（ﾀﾃ)×8台
（横75cm-縦130cm）

近鉄奈良駅

佐保川 法蓮 竜田川 一分 紀の川 上市

秋篠川 秋篠 富雄川 高安 宇陀川 萩原

地蔵院川 下三橋 大和川 庵治 寺川 秦庄

放映枠① 放映枠② 放映枠③

表示イメージ

表示イメージ
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南⼭城村の避難準備放送訓練状況
（平成28年9⽉1⽇）南⼭城村との協定書

ダム警報局スピーカーの有効活用

○豪雨等災害情報の提供等に関する協定を締結

【平成28年度】名張市、南山城村、笠置町、水機構

⽊津川ダム総合管理所において、ダム周辺地域と防災時の連携を強化するために豪⾬等災害情報の提供等
に関する協定（南⼭城村・笠置町・名張市）を締結し有効活⽤。
豪⾬等による災害が発⽣するおそれがある場合⼜は発⽣した場合において、⽔機構が管理する放流警報設

備を利⽤して、警報局のスピーカーを⽤いた⾳声放送による情報提供ができる体制を構築している。
【豪⾬等災害情報の提供等に関する協定：協定締結地区】
南⼭城村・笠置町（⾼⼭ダム）
名張市（⻘蓮寺ダム・室⽣ダム・⽐奈知ダム）

課題対応 Ｈ

ソフト対策

ダム警報局スピーカー設備
（名張市 ⼤屋⼾局）
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「水防災意識社会」再構築に役立つ広報を実施ソフト対策

課題対応 J○ホームページによる「減災対策協議会」の広報を実施
【平成28年度～：宇陀市、近畿地整】

⽊津川上流河川事務所のHPにて、減災対策協議会専⽤ページを作成し、減災対策協議会資料の
掲載及び「⽔防災意識社会」再構築に関連する資料等（減災対策の取組状況）を掲載。

水防災意識社会再構築
に関連する資料等を掲載

宇陀市HPにおいても、取組状況の掲載がされています
https://www.city.uda.nara.jp/kikikanri/gensaiwarkshop.html

木津川上流河川事務所HP

トップページ
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「水防災意識社会」再構築に役立つ広報を実施ソフト対策

課題対応 J○ホームページによる「減災対策協議会」の取組内容の広報を実施
【平成28年度～：宇陀市】

宇陀市のHPにて、地域住⺠と合同による減災ワークショップ（住⺠主体による「防災マップづ
くり」と「⼤型台⾵を想定したタイムラインづくり」）の実施内容（減災対策の取組）を掲載。

宇陀市HP https://www.city.uda.nara.jp/kikikanri/gensaiwarkshop.html

宇陀市HP
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「水防災意識社会」再構築に役立つ広報を実施ソフト対策

課題対応 J○防災訓練に合わせパネルや災害対策資材・機械を展示の広報を実施

【平成28年度：名張市、近畿地整】

名張川河川防災ステーション完成後10年を記念して、名張川河川防災ステーションの役割を
知って頂くとともに、洪⽔に対する名張市⺠の意識啓発を⽬的として、名張市防災訓練に合わせ
てパネルや災害対策資材・機械を展⽰いたしました。

本部車、照明車及び防災パネルの展示等を行いました。

開催⽇時：平成２８年１１⽉１９⽇（⼟）
開催場所：鴻之台公園、箕曲⼩学校

名張市民の防災意識啓発を目的としたパネル展示
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洪水時に対しリスクが高い区間の「共同点検」を実施ソフト対策

課題対応 L○洪水時に対しリスクが高い区間の「共同点検」を実施
【平成28年度：笠置町、水機構、近畿地整】

共同点検実施概要

対象河川：淀川⽔系⽊津川（笠置町区間）
点 検 ⽇：平成２８年１２⽉１５⽇（⽊）
参 加 者：笠置町

⽔資源機構⽊津川ダム総合管理所
⽊津川上流河川事務所

過去の出⽔で溢⽔した箇所を確認
国道１６３号

⽊津川

簡易⽔位計

簡易⽔位計

大河原取水堰

上野遊水地

木津川

南山城村

伊賀市

岩倉観測所

笠置町
相楽取水堰

位置図

点検箇所

木津川上流河川事務所管理区間

滋賀県

京都府

淀川へ

三重県

奈良県

⽊津川

簡易⽔位計

共同点検における情報共有

 今回の共同点検にて過去の出⽔でどこ
まで⽔位が上昇したかについて”お互い
に“共有することができた。

 タイムラインに基づく情報提供や簡易
⽔位計の⽔位情報を提供していくこと
を確認した。

 ⽔害、⼟砂災害による複合災害に対し、
避難所が浸⽔エリア及び⼟砂警戒区域
内にあるなど、“現状の課題”について
“共通認識”を持つことができた。

洪⽔に対してリスクが⾼い区間（流下能⼒が低い区間や被災時に多⼤な被害が起こりえる区間な
ど）で堤内地の家屋の⾼さや過去の被災状況等を確認しながら笠置町、⽊津川ダム総合管理所、
⽊津川上流河川事務所で“共同点検”を実施。

点検概要についての説明

共同点検状況

過去の洪⽔時にどの
程度の⽔位上昇が起
こったかを含めて現
地を確認。
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名張市総合防災訓練（情報伝津訓練）状況
（平成28年11⽉19⽇）

首長も参加したロールプレイング等の実践的な避難訓練の実施

○名張市防災行政無線を活用した防災操作状況等の情報伝達

【平成28年度】名張市，水機構

⽊津川ダム総合管理所において、災害時における、名張市上流３ダムの防災操作・被災状況等について、
名張市防災⾏政無線を活⽤した情報伝達を実施することを⽬的として、名張市総合防災訓練に参加するとと
もに、実践的な情報伝達の訓練を実施している。
【実施地区】
名張市 名張市上流３ダム（⻘蓮寺ダム・室⽣ダム・⽐奈知ダム）

課題対応 Ｑ

ソフト対策

名張市防災⾏政無線
（⽊津川ダム総合管理所設置）
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国交省対策本部車

関係機関が連携した実働水防訓練を毎年実施ソフト対策

課題対応 Ｑ○伊賀市と国交省の合同による災害対策用機械操作訓練を開催
【平成28年度：伊賀市、近畿地整】

訓練実施概要

実施場所：⼩⽥排⽔機場
訓 練 ⽇：平成28年6⽉6⽇（⽉）
参 加 者：
・伊賀市 11名
・伊賀市操作委託者 6名
・国⼟交通省職員等 20名
・国⼟交通省操作委託者 10名

国道１６３号

簡易⽔位計

簡易⽔位計

簡易⽔位計

出⽔期を迎えるにあたり、実際の浸⽔現場等で的確な運⽤ができるよう伊賀市と国交省合同による排⽔ポン
プ⾞等の災害対策⽤機械の操作訓練を実施。

・排水ポンプ車の構造・排水方法説明
及びホース接続等設置操作

・照明車の構造及び操作・点灯に至る
一連の操作
・対策本部車の構造・設置操作
・衛星通信機器の設営・通信訓練

伊賀市排水ポンプ車 実排水運転状況 衛星通信機器 操作訓練

排水ポンプ車説明

訓練状況

訓練内容
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⽞関に設置した地域防災連携窓⼝ポスター

排水ポンプ車出動要請の連絡体制を整備し、排水計画に基づく排水訓練を実施

○地域防災窓口の設置による災害時の地域支援体制を構築

【平成28年度】名張市、宇陀市、南山城村、笠置町、水機構

⽊津川ダム総合管理所において、施設所在市町村等の地域⽀援として、防災⾯での連携強化を図るための
「地域防災連携窓⼝」を設置。
災害時における、資材や排⽔ポンプ⾞、可搬式浄⽔装置の貸与等の地域⽀援体制を構築している。
また、平成２８年度は、可搬式浄⽔装置の運転訓練を⾏った。

【窓⼝設置施設】
⽊津川ダム総合管理所（⻘蓮寺ダム・⽐奈知ダム）
⾼⼭ダム管理所・室⽣ダム管理所・布⽬ダム管理所

課題対応 Ｒ

ソフト対策

地域防連携窓⼝⼀覧

窓口設置事務所 責任者（役職） 電話番号

木津川ダム総合管理所
(青蓮寺ダム・比奈知ダム）

副所長（技術） 0595-64-8961

高山ダム管理所 管理所長 0743-94-0201

室生ダム管理所 管理所長 0745-92-2320

布目ダム管理所 管理所長 0742-94-0231

可搬式浄⽔装置の運転訓練状況
（平成28年9⽉1⽇）
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「地域防災マップづくりワークショップ」に対する支援ソフト対策

課題対応 W○土砂災害地域防災マップづくりワークショップを開催
【平成28年度：曽爾村、奈良県】

ワークショップ概要

対象地域：曽爾村内9集落
実施⽇ ：平成28年 9⽉23⽇（⼟）〜 10⽉26⽇（⽊）
参 加 者 ：村内各⼤字役員、曽爾村

曽爾村内９集落の⼤字の役員を対象に、奈良県の協⼒を得てワークショップを開催。「⼟砂災害
への備え」と題して、災害のメカニズム等の説明、及び集落ごとの地域防災マップを作成。

土砂災害のメカニズム等の説明の状況

作成した地域防災マップは、集落別に全戸配布し、拡大したマップを、各集落の集落
センター等に掲示。

防災マップづくりワークショップの状況

地域防災マップ
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土砂災害警戒情報～避難勧告 タイムラインの作成ソフト対策

課題対応 Ｘ○水害と土砂災害の複合災害を想定した防災マップ・タイムラインを作成

【平成28年度：宇陀市、奈良県、近畿地整】

減災ワークショップ実施概要

対象地域：奈良県宇陀市榛原⼭路地区
点 検 ⽇：平成28年11⽉27⽇（⽇）

平成28年12⽉18⽇（⽇）
平成29年 3⽉20⽇（⽉）

参 加 者：宇陀市
宇陀市榛原⼭路地区(住⺠）
⽊津川上流河川事務所

国道１６３号

簡易⽔位計

簡易⽔位計

簡易⽔位計

地域住⺠、宇陀市と合同による減災ワークショップを開催し、台⾵等による洪⽔と⼟砂災害に備
え、住⺠主体による「防災マップづくり」と「⼤型台⾵を想定したタイムラインづくり」を実施。
⽔害と⼟砂災害の複合災害を想定した住⺠主体によるタイムライン作成は当事務所管内では初め
ての取組み。

防災マップによる危険箇所等の確認

まち歩き点検の状況

検討結果を整理して
タイムラインを完成

議論の状況

現状の確認、想定される被害、実施すべき事
項について、活発な議論を展開。

防災マップを作成しながら危険箇所（リスク）等を再
確認。

まち歩き点検により自然災害に対するリスクや強みを
把握。
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避難訓練（広域、自治会単位）の実施ソフト対策

課題対応 AD○津市と自治体による土砂災害避難訓練を開催
【平成28年度：津市】

避難訓練実施概要

実施場所：丹⽣俣地内
訓練⽇ ：平成28年 6⽉19⽇（⽇）
参 加 者 ：丹⽣俣地区 110名

（82世帯174名のうち）

丹⽣俣地区で作成した「丹⽣俣地区⼟砂災害避難計画（案）」に基づき、実際に避難訓練を実施
し、避難時のルールに沿った連絡体制、避難場所等についての検証を⾏う。

避難訓練

消防団員、自治会長が避難を呼びかけ、各自治
会で避難方法を考えながら避難行動を実施。避
難に際しては、避難行動要支援者名簿を活用

避難先確認（安否確認）

指定避難所に早期避難された方や台風前に安
全な場所へ避難された方の状況を確認

危険箇所の確認

危険箇所を調査し、安全に避難できる避難経路
を検討。最終的には、避難方法を検討しながら
土砂災害避難施設へ避難を行う。

搬送訓練

丹生俣多目的集会所へ避難された方を土砂災
害避難施設（中俣集会所、天理教国司分教会）
へ搬送する。

訓練内容

安否確認の様子 訓練検証の様子要配慮者の避難の様子

訓練状況

地区防災計画（土砂災害）
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H29取組予定
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目標を達成するための取組項目（H29～）

項⽬ H29取組機関
【⽔災害】
１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な
避難⾏動のための取り組み

国、府県、⽔機構、市町村
（伊賀市・名張市・津市・宇陀市・御杖村・南⼭城村・三重県・

奈良県・京都府）
２．洪⽔氾濫による被害の軽減、避難時間
の確保のための⽔防活動の取り組み

国、府県、⽔機構、市町村
（伊賀市・名張市・津市・宇陀市・南⼭城村・奈良県・京都府）

３．⼀刻も早い⽣活再建及び社会経済活動
の回復を可能とするための排⽔活動の取り
組み

国、⽔機構、市町村
（伊賀市・名張市・津市・宇陀市・御杖村・南⼭城村・京都府）

【⼟砂災害】
１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な
避難⾏動のための取り組み

府県、市町村
（伊賀市・名張市・津市・宇陀市・御杖村・南⼭城村・三重県・

奈良県・京都府）
２．⼟砂による被害の軽減、避難時間の確
保のための防災活動の取り組み

国、府、市町村
（伊賀市・名張市・奈良県・京都府）

３．⼀刻も早い⽣活再建及び社会経済活動
の回復を可能とするための復旧活動の取り
組み

国、府、⽔機構、市町村
（伊賀市・名張市・津市・宇陀市・南⼭城村・京都府）

【複合災害】
１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な
避難⾏動のための取り組み 国
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H29取組内容
（ハード対策）
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○服部川（三重県 伊賀市）の河道掘削を実施
【平成29年度：近畿地整】

「⽔防災意識社会再構築ビジョン」の取組として、伊賀市三⽥地区等の河道掘削を実施。
流下能⼒不⾜を解消していくとともに、上野遊⽔地及び今後整備される川上ダムの治⽔効果を

最⼤限発揮できるようにしていく。

実施箇所：三重県伊賀市 三⽥地区等
実施内容：河道掘削

工事実施概要

課題対応 S
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洪水を安全に流すためのハード対策を実施ハード対策

○名張川（三重県 名張市）の河道掘削を実施
【平成29年度：近畿地整】

「⽔防災意識社会再構築ビジョン」の取組として、三重県名張市朝⽇町・南町地区の河道掘削
を実施。流下能⼒不⾜を解消していく。

課題対応 S
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土砂災害を防ぐためのハード設備の実施ハード対策

○砂防堰堤（名張市）の整備を実施
【平成29年度：近畿地整】

⼟⽯流危険箇所において、砂防堰堤の⼯事に着⼿予定。

工事実施概要

実施箇所：名張市安部⽥
実施内容：砂防堰堤

実施箇所

土砂災害警戒区域

通所介護オルゴール
市立錦生保育所

土石流危険渓流

谷出第３堰堤

工事用道路

名張市郷土資料館

凡 例

完成済み

平成29年度実施

平成30年度以降
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土砂災害を防ぐためのハード設備の実施ハード対策

○砂防堰堤（宇陀市）の整備を実施
【平成29年度：近畿地整】

⼟⽯流危険箇所において、砂防堰堤の⼯事に着⼿予定。

工事実施概要

実施箇所：宇陀市室⽣⼤野
実施内容：砂防堰堤

実施箇所

近畿日本鉄道

土石流危険渓流

室生口堰堤

工事用道路

変電所

室生口大野駅
土砂災害警戒区域

診療所

凡 例

完成済み

平成29年度実施

平成30年度以降
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H29取組内容
（ソフト対策）
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想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図の策定・公表

○想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図及び家屋倒壊等氾濫想定区
域図の策定・公表 【平成29年度：近畿地整】

【洪水浸水想定区域図】

平成27年⽔防法改正では、洪⽔浸⽔想定区域の前提となる降⾬を、従前の河川整備
の基本となる計画降⾬から想定最⼤規模の降⾬に変更。

ソフト対策

課題対応 A

淀川水系（木津川上流含む）は、
平成29年6月公表予定
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わかりやすい洪水予報及び情報提示手法の改良と運用ソフト対策

課題対応 E○新技術を活用した各種警報の改善、及び危険度分布の提供
【平成29年度：気象庁】

⾬による災害発⽣の危険度の⾼まりを評価する技術（⼟壌⾬量指数、表⾯⾬量指数、流域⾬量指
数）を活⽤して、⼤⾬・洪⽔警報及び⼤⾬特別警報を改善するとともに、「⼤⾬警報（浸⽔害）
の危険度分布」及び「洪⽔警報の危険度分布」の提供を開始。（H29年7⽉上旬予定）

＜報道発表資料＞ http://www.jma.go.jp/jma/press/1704/28b/20170428riskmap.html
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住民の避難行動を促すためのプッシュ型配信を実施ソフト対策

課題対応 K○緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信を実施
【平成29年度：近畿地整】

⽊津川、名張川の流域⾃治体（⽊津川：伊賀市・笠置町・南⼭城村、名張川：名張市・⼭添村・
宇陀市）において、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」を活⽤した洪⽔情報のプッ
シュ型配信を平成29年6⽉より開始予定。（奈良市、和束町へも配信）

緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

※今回のメール配信は、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」のサービスを活用して洪水情報を携帯電話ユー
ザーへ周知するものであり、水害時に流域住民の主体的な避難を促進する取組みとして国土交通省が実施するものです。
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土砂災害警戒情報～避難勧告 タイムラインの作成ソフト対策

課題対応 Ｘ○水害と土砂災害の複合災害を想定した防災マップ・タイムラインを作成

【平成29年度：○○市、○○県、近畿地整】

減災ワークショップ実施概要

対象地域：○○県○○市○○地区
実 施 ⽇：平成29年11⽉頃
参 加 者：○○⾃治会

○○市役所
○○県
紀伊⼭系砂防事務所

国道１６３号

簡易⽔位計

簡易⽔位計

簡易⽔位計

地域住⺠、市、県合同による減災ワークショップを開催し、台⾵等による洪⽔と⼟砂災害に備え、
住⺠主体による「防災マップづくり」と「⼤型台⾵を想定したタイムラインづくり」を実施。
さらに、作成したタイムラインを基に避難訓練を実施する。

防災マップによる危険箇所等の確認（イメージ）

まち歩き点検の状況（イメージ）

検討結果を整理してタイムラインを
完成（イメージ）

議論の状況（イメージ）

現状の確認、想定される被害、実施すべき事
項について、活発な議論を展開。

防災マップを作成しながら危険箇所（リスク）等を再
確認。

まち歩き点検により自然災害に対するリスクや強みを
把握。
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